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11
月
16
日
（
土
）
に
草
津
駅
東
側
の
商
店
街
の
店
舗

や
市
の
施
設
等
に
お
い
て
、
文
化
や
芸
術
に
親
し
ん
で

い
た
だ
く
『
く
さ
つ
市
民
ア
ー
ト
・
フ
ェ
ス
タ
２
０
１

３
』
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

秋
晴
れ
の
下
、
今
年
は
く
さ
つ
夢
本
陣
、
出
会
い
の

ひ
ろ
ば
、
道
灌
蔵
に
お
い
て
、
生
け
花
や
能
面
、
グ
ラ

ス
ア
ー
ト
な
ど
の
展
示
発
表
や
吹
奏
楽
な
ど
の
音
楽
演

奏
会
を
行
い
、
多
く
の
市
民
の
皆
様
に
御
来
場
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

ま
た
今
年
は
、
お
正
月
用
の
生
け
花
や
マ
ジ
ッ
ク
の

体
験
、
吹
奏
楽
の
楽
器
演
奏
や
指
揮
者
体
験
な
ど
、
各

会
場
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
体
験
型
事
業
）
を
行
い
、

家
族
で
体
験
さ
れ
て
い
る
姿
も
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
し

た
。

　

今
回
の
開
催
に
あ

た
っ
て
は
、「
草
津

市
民
ま
ち
づ
く
り
提

案
事
業
」
と
し
て
、

文
化
芸
術
活
動
を
熱

心
に
取
り
組
ん
で
お

ら
れ
る
市
民
の
皆
様

と
と
も
に
、
工
夫
を

凝
ら
し
、
多
く
の
市

民
の
皆
様
に
楽
し
ん

で
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。　

教育委員会の活動については、
草津市ホームページでご覧いただけます。
http://www.city.kusatsu.shiga.jp/

記事に対するご意見、ご感想などがございましたら、下記までご連絡ください。

草津市教育委員会事務局 教育総務課
〒525-8588　滋賀県草津市草津三丁目13番30号
TEL：077-561-2425（直通）  FAX：077-561-2488

草津市教育委員会だより
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草津市教育委員会文化財保護課
ＴＥＬ（５６１）２４２２　ＦＡＸ（５６１）２４８８

問

草津市
第４号は
3月15日発行予定です。

C O M P A S S

かがやく!　くさつっこ

「１年間優勝に
向かって日々稽
古に取組んでき
たのでとても嬉
しい」と喜びの
声を届けてくれ
ました。来年の
大会は「型競技
の部」「組手競
技の部」でとも
に優勝したいと
次の目標に向か
っています。

「県代表になれた時
は嬉しかったのです
が、１位になれなか
ったことは悔しくて
仕方ありませんでし
た。しかし、全国大
会は本当に楽しく
て、悔しさも忘れて
しまう程でした。私
を支えてくださった
皆さまに感謝したい
です。」と思いを語
ってくれました。

「スケートを始めた時からの憧れ
の舞台でありスケーターが目指す
最高の舞台に立つことができ、本
当に嬉しく思います。」と、今シ
ーズンの目標でもあった大会への
出場に喜びを見せていました。

「全国大会で
２位になれた
のはとても嬉
しいですが、
１位になれず
悔しいです」
と向上心を持
って語ってく
れました。来
年は１位を目
指し、すでに
練習に励んで
います。

笠縫小学校（１年） 古川　陸空
ふるかわ　　 り　く ふじもと　　 に   う

高穂中学校（３年）松村　鈴音

常盤小学校（６年） 藤本　新羽 矢倉小学校（６年）宮地 絵莉菜
みや  じ    え   り   な

剛柔流 日本空手道 同志会
全国選抜選手権大会組手競技
幼年小学１年生の部　優勝

第65回全日本中学校英語弁論大会 高円宮杯
地区大会２位、県大会２位　全国大会出場

第82回
全日本フィギュアスケート選手権
                         　  総合23位

剛柔流　国際親善
全国空手道選手権大会　２位

日清食品カップ
第29回全国小学生陸上競技交流大会

６年女子100ｍ準決勝出場　記録：13秒83

【敬称略】

☆☆心にいつも大きな夢を☆☆

　かつて山寺町に所在し、昭和35年に名神高速道路建設のため消滅した北谷11号

墳。出土品の方格規矩鏡１面、鍬形石５点や多数の鉄製品は、現在、県立安土城考古

博物館で保管・展示されています。

　その出土品が、12月７日に開催した第29回草津市文化財調査報告会「草津の古代

を掘る」で展示され、半世紀ぶりに一時的に「草津の地へ里帰り」をしました。

　鍬形石は、古墳時代前期に大和政権と関係の深い地域の首長墓に副葬された腕飾形

の宝器と考えられています。北谷11号墳で出土した鍬形石は、４世紀後半から末頃

の製作と考えられ、そのうち１点は未完成品であり、古墳に副葬された鍬形石として

は非常に珍しいものです。また、複数埋納している例も貴重で、５個もの鍬形石を埋

納した北谷11号墳の被葬者は、大和政権と密接な関係を持つ有力な人物であったこ

とが推測されます。　　　　　　　　　（写真：滋賀県立安土城考古博物館　提供）

方格規矩鏡(上)・鍬形石(下)

里帰りした北谷11号墳出土の鏡と鍬形石

まつむら　  すず  ね 滋賀レイクスターズ所属
光泉高校（２年） 安原　綾菜

やすはら　  あや な

～各界トップのスペシャル授業in草津～

　将来を生き抜く意欲と展望を持った人を育てたい
という願いから、平成21年度から市内小中学校で、
各分野の専門家を招いた特別授業を開催していま
す。本年度のテーマは「理数」・「環境」・「ものづく
り」です。

　11月26日に草津

小学校で授業し

ていただいたの

は、「ものづく

り 」 の ス ペ

シャリストで世

界的なプラネタ

リウムクリエー

ターの大平貴之さ

んです。

　今も大きな展望を持って開発に取り組まれて
いる大平さんから、夢を持ち続けることの素晴
らしさを教わり、授業の最後には熱い握手が交
わされました。

「地上最高の星空作りを目指して

　　　　　　～MEGASTAR開発ストーリー～」

と題した授業では、小学生の頃からのプラネタリウム

開発秘話を語っていただきました。子どもたちは「自

分で作ったなんてすごい！」と目を輝かせ、たくさん

の質問が飛び出しました。

草
津
市
教
育
委
員
会　

生
涯
学
習
課
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６
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２
７
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Ｘ
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く
さ
つ
市
民

ア
ー
ト
・
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
３正月用いけばな体験のようす

　「コンパス」は、円を描く道具
と、方位を示す羅針盤の二つの意
味を持っています。
　本誌の提供する情報が皆さまの
「縁」や「輪」を描くことができ
るように、また、教育の進む方向
を示す道しるべとなるように、と
いう想いを込めています。

陸上のクラブチー
ム「草津JAC」に
所属し、２年連続
全国大会に出場し
ました。昨年の予
選敗退から、今回
は準決勝に進み、
「今後も陸上を続
けてもっと速くな
れるように練習に
励みたいです。」
と記録が伸びたこ
とに喜びを見せて
いました。

おおひら たかゆき

くわ　がた　いし

写真提供：滋賀レイクスターズ



みなくさの陣

　

大
人
と
子
ど
も
が
、
地
域
文
化
や
現
代
的
な
課
題
な
ど
に
つ
い
て
学
び
合

い
・
か
か
わ
り
合
い
・
よ
ろ
こ
び
合
い
・
認
め
合
い
の
協
働
を
積
み
重
ね
る

社
会
を
目
指
し
て
い
る
「
地
域
協
働
合
校
事
業
」
は
、
地
域
で
子
ど
も
を
育

て
る
と
い
う
土
壌
を
築
い
て
き
ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災
以
降
は
、「
防
災

教
育
」
を
取
り
入
れ
、
各
地
域
で
特
色
あ
る
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
渋
川
小
学
校
で
は
、
体
育
館
を
会
場
に
、
炊
き
出
し
・
段
ボ
ー

ル
の
寝
床
作
り
・
か
ま
ど
ベ
ン
チ
で
の
調
理
・
災
害
支
援
車
両
の
見
学
・
東

日
本
大
震
災
で
の
自
衛
隊
の
活
動
紹
介
な
ど
「
避
難
所
宿
泊
体
験
・
防
災
学

習
」
を
行
い
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
「
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
は
思
っ
た
よ
り

寝
心
地
が
良
か
っ
た
け
れ
ど
、
本
当
に
被
災
し
た
ら
今
晩
だ
け
で
な
い
の
で

大
変
。
防
災
の
学
習
は
大
切
だ
と
思
う
。」
と
災
害
を
身
近
に
考
え
て
い
ま

し
た
。
関
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
地
域
の
方
は
、「
災
害
時
に
重
要
な
の
は
地

域
の
つ
な
が
り
。
地
域
み
ん
な
で
防
災
を
考
え
て
い
こ
う
。」
と
、
強
い
思

い
を
お
持
ち
で
す
。

　

東
日
本
大
震
災
後
、「
絆
」
と
い
う
素

晴
ら
し
さ
が
日
本
中
・
世
界
中
を
駆
け
巡

り
ま
し
た
。
地
域
協
働
合
校
で
は
地
域
を

あ
げ
て
、
こ
の
「
絆
の
大
切
さ
」
を
子
ど

も
た
ち
に
伝
え
て
い
ま
す
。

　

「
地
域
の
防
災
教
育
に
大
き
な
役
割
を

果
た
す
地
域
協
働
合
校
が
あ
る
草
津
市
は

良
い
ま
ち
だ
」
と
い
う
声
が
届
く
た
び
、

「
地
域
の
元
気
」
が
「
元
気
な
子
ど
も
た

ち
」
を
育
て
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
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草
津
市
立
教
育
研
究
所

Ｔ
Ｅ
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５
６
３
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０
３
３
４
・
Ｆ
Ａ
Ｘ（
５
６
３
）
０
１
１
７

地
域
協
働
合
校
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は

草
津
市
教
育
委
員
会
事
務
局　

生
涯
学
習
課
ま
で

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
５
６
1
）
2
4
2
８
・
Ｆ
Ａ
Ｘ（
５
６
1
）
2
4
８
8

問

問

教
育
・
研
究

　

安
政
元
年
（
嘉
永
七
年
・
一
八
五

四
）
六
月
十
五
日
、
伊
賀
・
伊
勢
・
近

江
一
帯
に
伊
賀
国
上
野
付
近
を
震
源
と

す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
六
・
九
の
関
東

大
震
災
並
み
の
地
震
が
あ
り
ま
し
た
。

相
当
大
き
な
地
震
で
、
近
江
で
も
各
地

で
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。
膳
所
で
は
余

震
が
続
き
、
十
五
日
間
に
わ
た
り
藩
主

が
仮
屋
に
居
を
移
す
ほ
ど
危
険
な
状
況

が
続
い
た
よ
う
で
す
。
矢
橋
で
は
湊
口

が
崩
れ
、
草
津
・
石
部
あ
た
り
で
は
破

損
が
ひ
ど
く
、
石
部
で
は
本
陣
小
島
家

の
土
蔵
が
大
破
し
た
こ
と
が
、
修
理
の

記
録
か
ら
う
か
が
え
ま
す
。　

　

草
津
の
上
笠
村
の
庄
屋
の
記
録
に
、

こ
の
地
震
の
様
子
が
記
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

六
月
十
四
日
、
日
中
は
好
天
で
し
た

が
、
夕
刻
か
ら
激
し
い
雨
が
降
り
始

め
、
人
び
と
は
一
日
の
作
業
を
終
え
て

眠
り
に
つ
い
た
八
ツ
刻
（
午
前
二
時
ご

ろ
）
に
大
き
な
揺
れ
に
襲
わ
れ
ま
し

た
。
上
笠
村
で
は
、
建
物
が
残
ら
ず
大

き
な
損
傷
の
被
害
を
受
け
、
村
人
は
難

を
逃
れ
る
た
め
に
戸
外
へ
と
避
難
し
た

と
あ
り
ま
す
。
翌
十
五
日
も
「
震
返
し

何
拾
度
」
と
あ
り
、
心
配
で
家
の
外
で

寝
る
者
も
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

十
六
日
か
ら
十
九
日
は
「
小
地
震
」

が
続
き
、
二
十
日
は
昼
夜
を
問
わ
ず
揺

れ
に
襲
わ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
二
十

一
日
も
揺
れ
は
続
き
、
こ
の
日
は
「
中

地
震
」、
二
十
二
日
に
は
「
ず
ん
と
言

う
音
」が
た
び
た
び
し
、「
ひ
り
ひ
り
と

ゆ
り
候
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
二
十

三
日
に
は
揺
れ
の
記
事
は
な
く
、
十
五

日
間
に
わ
た
っ
て
、
人
び
と
は
予
期
で

き
な
い
地
震
に
畏
怖
の
念
を
抱
き
、
十

五
日
間
を
過
ご
し
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

一
月
十
七
日
は
、
平
成
七
年
一
月
十

七
日
に
発
生
し
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災

を
機
に
設
け
ら
れ
た
「
防
災
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
日
」
で
す
。
い
ま
一
度
防
災

と
、
有
事
に
は
何
が
で
き
る
か
を
見
直

す
機
会
に
し
た
い
も
の
で
す
。

み
ち
し
る
べ

幕
末
の
地
震
・
草
津
を
襲
う
！

上笠村の庄屋の記録　嘉永７年（個人蔵）

草
津
宿
街
道
交
流
館
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11
月
４
日
（
月
）
に
草
津
市
立
図
書
館
で
草
津
市

立
図
書
館
開
館
30
周
年
記
念
「
と
し
ょ
か
ん
ま
つ

り
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

開
場
前
か
ら
家
族
連
れ
の
お
客
さ
ん
が
長
い
列
を

つ
く
る
ほ
ど
大
盛
況
だ
っ
た
「
と
し
ょ
か
ん
ま
つ

り
」
の
中
で
も
、
特
に
光
泉
高
校
イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト

ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
に
よ
る
「
ま
つ
ぼ
っ
く
り
の
ク
リ

ス
マ
ス
ツ
リ
ー
と
ラ
ン
タ
ン
工
作
」
は
世
界
に
一
つ

だ
け
の
ツ
リ
ー
や
ラ
ン
タ
ン
を
家
族
で
作
る
こ
と
が

で
き
る
と
大
人
気
で
し
た
。

ま
た
、
絵
本
作
家
長
谷
川
義
史
さ
ん
の
絵
本
ラ
イ

ブ
で
は
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
ウ
ク
レ
レ
演
奏
、

即
興
で
絵
を
描
き
な
が
ら
の
お
話
な
ど
盛
り
だ
く
さ

ん
の
内
容
で
、
参
加
さ
れ
た
お
子
さ
ま
や
保
護
者
の

皆
さ
ん
も
、
笑
い
の
絶
え
な
い
時
間
を
過
ご
し
、

「
ま
た
草
津
に
来
て
欲
し
い
」
と
の
声
を
多
く
い
た

だ
き
ま
し
た
。

今
後
も
、
図
書
館
で
は
図
書
を
通
じ
て
『
家
族
の

思
い
出
作
り
』
や
『
協
働
』
を
提
供
で
き
る
楽
し
い

イ
ベ
ン
ト

を
企
画
し

て
い
き
ま

す
。

白熱の「おすすめ本」紹介

発表参加者が
読んで面白い
と思った本を
持って集まる。

順番に一人５
分間で本を紹
介する。～メ
モやパソコン

は利用せず、生の語りで
紹介しましょう～

それぞれの発表の後
に参加者全員でその
発表に関するディス
カッションを２～３
分行う。

全ての発表が終了した後に「ど
の本が一番読みたくなった
か？」を基準とした投票を参加
者全員で行い、最多票を集めた
ものを『チャンプ本』とする。

～知的書評合戦　ビブリオバトル公式ウェブサイトから～

ビブリオバトルルール

2第３号

ぞれの発表の後
参加者全員でその

全ての発表が終了した後に「ど
の本が一番読みたくなった

戦　ビブリオバトル公式ウェブサイトから～

　本の魅力を聴衆の前で紹介する競技形式の書評会、知的書評合戦「ビブリ
オバトル」は、立命館大学の谷口忠大准教授が考案し、老若男女問わず日本
全国へ広がっています。

　11月17日(日)には、フェリエ南草津で、「くさつビブリオバトル2013～
みなくさの陣」を開催し、小・中学校の部、一般・高校生の部、大学生の部
で計100人を超える聴衆が、参加者の熱弁に耳を傾け拍手を送りました。
　今後「ビブリオバトル」を市内に広げることで、世代を越えた交流の活性
化、「読書のまち草津」の実現を促し、子どもたちが楽しみながら本に関心を持ち、さまざまな本に出会う機会、
自ら本を選ぶ力、語る力を育むきっかけになればと期待しています。

　当日決定した『チャンプ本』は図書館ホームページにて公開しています。いずれも草津の図書館で所蔵していま
すので興味を持たれた方は読んでみてはいかがでしょうか。

▲段ボールの寝床づくりのようす

が
ん
ば
る
地
域
協
働
合
校

〜
防
災
を
子
ど
も
た
ち
と
と
も
に
〜

知的書評合戦

くさつビブリオバトル2013
　　　　　みなくさの陣開催

URL：http://www.city.kusatsu.shiga.jp/manabutanoshimu/toshokan/oshirase/biburioBT.html
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みなくさの陣

　

大
人
と
子
ど
も
が
、
地
域
文
化
や
現
代
的
な
課
題
な
ど
に
つ
い
て
学
び
合

い
・
か
か
わ
り
合
い
・
よ
ろ
こ
び
合
い
・
認
め
合
い
の
協
働
を
積
み
重
ね
る

社
会
を
目
指
し
て
い
る
「
地
域
協
働
合
校
事
業
」
は
、
地
域
で
子
ど
も
を
育

て
る
と
い
う
土
壌
を
築
い
て
き
ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災
以
降
は
、「
防
災

教
育
」
を
取
り
入
れ
、
各
地
域
で
特
色
あ
る
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
渋
川
小
学
校
で
は
、
体
育
館
を
会
場
に
、
炊
き
出
し
・
段
ボ
ー

ル
の
寝
床
作
り
・
か
ま
ど
ベ
ン
チ
で
の
調
理
・
災
害
支
援
車
両
の
見
学
・
東

日
本
大
震
災
で
の
自
衛
隊
の
活
動
紹
介
な
ど
「
避
難
所
宿
泊
体
験
・
防
災
学

習
」
を
行
い
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
「
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
は
思
っ
た
よ
り

寝
心
地
が
良
か
っ
た
け
れ
ど
、
本
当
に
被
災
し
た
ら
今
晩
だ
け
で
な
い
の
で

大
変
。
防
災
の
学
習
は
大
切
だ
と
思
う
。」
と
災
害
を
身
近
に
考
え
て
い
ま

し
た
。
関
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
地
域
の
方
は
、「
災
害
時
に
重
要
な
の
は
地

域
の
つ
な
が
り
。
地
域
み
ん
な
で
防
災
を
考
え
て
い
こ
う
。」
と
、
強
い
思

い
を
お
持
ち
で
す
。

　

東
日
本
大
震
災
後
、「
絆
」
と
い
う
素

晴
ら
し
さ
が
日
本
中
・
世
界
中
を
駆
け
巡

り
ま
し
た
。
地
域
協
働
合
校
で
は
地
域
を

あ
げ
て
、
こ
の
「
絆
の
大
切
さ
」
を
子
ど

も
た
ち
に
伝
え
て
い
ま
す
。

　

「
地
域
の
防
災
教
育
に
大
き
な
役
割
を

果
た
す
地
域
協
働
合
校
が
あ
る
草
津
市
は

良
い
ま
ち
だ
」
と
い
う
声
が
届
く
た
び
、

「
地
域
の
元
気
」
が
「
元
気
な
子
ど
も
た

ち
」
を
育
て
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
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安
政
元
年
（
嘉
永
七
年
・
一
八
五

四
）
六
月
十
五
日
、
伊
賀
・
伊
勢
・
近

江
一
帯
に
伊
賀
国
上
野
付
近
を
震
源
と

す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
六
・
九
の
関
東

大
震
災
並
み
の
地
震
が
あ
り
ま
し
た
。

相
当
大
き
な
地
震
で
、
近
江
で
も
各
地

で
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。
膳
所
で
は
余

震
が
続
き
、
十
五
日
間
に
わ
た
り
藩
主

が
仮
屋
に
居
を
移
す
ほ
ど
危
険
な
状
況

が
続
い
た
よ
う
で
す
。
矢
橋
で
は
湊
口

が
崩
れ
、
草
津
・
石
部
あ
た
り
で
は
破

損
が
ひ
ど
く
、
石
部
で
は
本
陣
小
島
家

の
土
蔵
が
大
破
し
た
こ
と
が
、
修
理
の

記
録
か
ら
う
か
が
え
ま
す
。　

　

草
津
の
上
笠
村
の
庄
屋
の
記
録
に
、

こ
の
地
震
の
様
子
が
記
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

六
月
十
四
日
、
日
中
は
好
天
で
し
た

が
、
夕
刻
か
ら
激
し
い
雨
が
降
り
始

め
、
人
び
と
は
一
日
の
作
業
を
終
え
て

眠
り
に
つ
い
た
八
ツ
刻
（
午
前
二
時
ご

ろ
）
に
大
き
な
揺
れ
に
襲
わ
れ
ま
し

た
。
上
笠
村
で
は
、
建
物
が
残
ら
ず
大

き
な
損
傷
の
被
害
を
受
け
、
村
人
は
難

を
逃
れ
る
た
め
に
戸
外
へ
と
避
難
し
た

と
あ
り
ま
す
。
翌
十
五
日
も
「
震
返
し

何
拾
度
」
と
あ
り
、
心
配
で
家
の
外
で

寝
る
者
も
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

十
六
日
か
ら
十
九
日
は
「
小
地
震
」

が
続
き
、
二
十
日
は
昼
夜
を
問
わ
ず
揺

れ
に
襲
わ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
二
十

一
日
も
揺
れ
は
続
き
、
こ
の
日
は
「
中

地
震
」、
二
十
二
日
に
は
「
ず
ん
と
言

う
音
」が
た
び
た
び
し
、「
ひ
り
ひ
り
と

ゆ
り
候
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
二
十

三
日
に
は
揺
れ
の
記
事
は
な
く
、
十
五

日
間
に
わ
た
っ
て
、
人
び
と
は
予
期
で

き
な
い
地
震
に
畏
怖
の
念
を
抱
き
、
十

五
日
間
を
過
ご
し
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

一
月
十
七
日
は
、
平
成
七
年
一
月
十

七
日
に
発
生
し
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災

を
機
に
設
け
ら
れ
た
「
防
災
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
日
」
で
す
。
い
ま
一
度
防
災

と
、
有
事
に
は
何
が
で
き
る
か
を
見
直

す
機
会
に
し
た
い
も
の
で
す
。

み
ち
し
る
べ

幕
末
の
地
震
・
草
津
を
襲
う
！

上笠村の庄屋の記録　嘉永７年（個人蔵）

草
津
宿
街
道
交
流
館
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11
月
４
日
（
月
）
に
草
津
市
立
図
書
館
で
草
津
市

立
図
書
館
開
館
30
周
年
記
念
「
と
し
ょ
か
ん
ま
つ

り
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

開
場
前
か
ら
家
族
連
れ
の
お
客
さ
ん
が
長
い
列
を

つ
く
る
ほ
ど
大
盛
況
だ
っ
た
「
と
し
ょ
か
ん
ま
つ

り
」
の
中
で
も
、
特
に
光
泉
高
校
イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト

ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
に
よ
る
「
ま
つ
ぼ
っ
く
り
の
ク
リ

ス
マ
ス
ツ
リ
ー
と
ラ
ン
タ
ン
工
作
」
は
世
界
に
一
つ

だ
け
の
ツ
リ
ー
や
ラ
ン
タ
ン
を
家
族
で
作
る
こ
と
が

で
き
る
と
大
人
気
で
し
た
。

ま
た
、
絵
本
作
家
長
谷
川
義
史
さ
ん
の
絵
本
ラ
イ

ブ
で
は
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
ウ
ク
レ
レ
演
奏
、

即
興
で
絵
を
描
き
な
が
ら
の
お
話
な
ど
盛
り
だ
く
さ

ん
の
内
容
で
、
参
加
さ
れ
た
お
子
さ
ま
や
保
護
者
の

皆
さ
ん
も
、
笑
い
の
絶
え
な
い
時
間
を
過
ご
し
、

「
ま
た
草
津
に
来
て
欲
し
い
」
と
の
声
を
多
く
い
た

だ
き
ま
し
た
。

今
後
も
、
図
書
館
で
は
図
書
を
通
じ
て
『
家
族
の

思
い
出
作
り
』
や
『
協
働
』
を
提
供
で
き
る
楽
し
い

イ
ベ
ン
ト

を
企
画
し

て
い
き
ま

す
。

白熱の「おすすめ本」紹介

発表参加者が
読んで面白い
と思った本を
持って集まる。

順番に一人５
分間で本を紹
介する。～メ
モやパソコン

は利用せず、生の語りで
紹介しましょう～

それぞれの発表の後
に参加者全員でその
発表に関するディス
カッションを２～３
分行う。

全ての発表が終了した後に「ど
の本が一番読みたくなった
か？」を基準とした投票を参加
者全員で行い、最多票を集めた
ものを『チャンプ本』とする。

～知的書評合戦　ビブリオバトル公式ウェブサイトから～

ビブリオバトルルール
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ぞれの発表の後
参加者全員でその

全ての発表が終了した後に「ど
の本が一番読みたくなった

戦　ビブリオバトル公式ウェブサイトから～

　本の魅力を聴衆の前で紹介する競技形式の書評会、知的書評合戦「ビブリ
オバトル」は、立命館大学の谷口忠大准教授が考案し、老若男女問わず日本
全国へ広がっています。

　11月17日(日)には、フェリエ南草津で、「くさつビブリオバトル2013～
みなくさの陣」を開催し、小・中学校の部、一般・高校生の部、大学生の部
で計100人を超える聴衆が、参加者の熱弁に耳を傾け拍手を送りました。
　今後「ビブリオバトル」を市内に広げることで、世代を越えた交流の活性
化、「読書のまち草津」の実現を促し、子どもたちが楽しみながら本に関心を持ち、さまざまな本に出会う機会、
自ら本を選ぶ力、語る力を育むきっかけになればと期待しています。

　当日決定した『チャンプ本』は図書館ホームページにて公開しています。いずれも草津の図書館で所蔵していま
すので興味を持たれた方は読んでみてはいかがでしょうか。

▲段ボールの寝床づくりのようす
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協
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合
校

〜
防
災
を
子
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と
と
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に
〜

知的書評合戦

くさつビブリオバトル2013
　　　　　みなくさの陣開催
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11
月
16
日
（
土
）
に
草
津
駅
東
側
の
商
店
街
の
店
舗

や
市
の
施
設
等
に
お
い
て
、
文
化
や
芸
術
に
親
し
ん
で

い
た
だ
く
『
く
さ
つ
市
民
ア
ー
ト
・
フ
ェ
ス
タ
２
０
１

３
』
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

秋
晴
れ
の
下
、
今
年
は
く
さ
つ
夢
本
陣
、
出
会
い
の

ひ
ろ
ば
、
道
灌
蔵
に
お
い
て
、
生
け
花
や
能
面
、
グ
ラ

ス
ア
ー
ト
な
ど
の
展
示
発
表
や
吹
奏
楽
な
ど
の
音
楽
演

奏
会
を
行
い
、
多
く
の
市
民
の
皆
様
に
御
来
場
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

ま
た
今
年
は
、
お
正
月
用
の
生
け
花
や
マ
ジ
ッ
ク
の

体
験
、
吹
奏
楽
の
楽
器
演
奏
や
指
揮
者
体
験
な
ど
、
各

会
場
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
体
験
型
事
業
）
を
行
い
、

家
族
で
体
験
さ
れ
て
い
る
姿
も
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
し

た
。

　

今
回
の
開
催
に
あ

た
っ
て
は
、「
草
津

市
民
ま
ち
づ
く
り
提

案
事
業
」
と
し
て
、

文
化
芸
術
活
動
を
熱

心
に
取
り
組
ん
で
お

ら
れ
る
市
民
の
皆
様

と
と
も
に
、
工
夫
を

凝
ら
し
、
多
く
の
市

民
の
皆
様
に
楽
し
ん

で
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。　

教育委員会の活動については、
草津市ホームページでご覧いただけます。
http://www.city.kusatsu.shiga.jp/

記事に対するご意見、ご感想などがございましたら、下記までご連絡ください。

草津市教育委員会事務局 教育総務課
〒525-8588　滋賀県草津市草津三丁目13番30号
TEL：077-561-2425（直通）  FAX：077-561-2488

草津市教育委員会だより

発行：平成26年１月15日
　　　草津市教育委員会
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問

草津市
第４号は
3月15日発行予定です。

C O M P A S S

かがやく!　くさつっこ

「１年間優勝に
向かって日々稽
古に取組んでき
たのでとても嬉
しい」と喜びの
声を届けてくれ
ました。来年の
大会は「型競技
の部」「組手競
技の部」でとも
に優勝したいと
次の目標に向か
っています。

「県代表になれた時
は嬉しかったのです
が、１位になれなか
ったことは悔しくて
仕方ありませんでし
た。しかし、全国大
会は本当に楽しく
て、悔しさも忘れて
しまう程でした。私
を支えてくださった
皆さまに感謝したい
です。」と思いを語
ってくれました。

「スケートを始めた時からの憧れ
の舞台でありスケーターが目指す
最高の舞台に立つことができ、本
当に嬉しく思います。」と、今シ
ーズンの目標でもあった大会への
出場に喜びを見せていました。

「全国大会で
２位になれた
のはとても嬉
しいですが、
１位になれず
悔しいです」
と向上心を持
って語ってく
れました。来
年は１位を目
指し、すでに
練習に励んで
います。

笠縫小学校（１年） 古川　陸空
ふるかわ　　 り　く ふじもと　　 に   う

高穂中学校（３年）松村　鈴音

常盤小学校（６年） 藤本　新羽 矢倉小学校（６年）宮地 絵莉菜
みや  じ    え   り   な

剛柔流 日本空手道 同志会
全国選抜選手権大会組手競技
幼年小学１年生の部　優勝

第65回全日本中学校英語弁論大会 高円宮杯
地区大会２位、県大会２位　全国大会出場

第82回
全日本フィギュアスケート選手権
                         　  総合23位

剛柔流　国際親善
全国空手道選手権大会　２位

日清食品カップ
第29回全国小学生陸上競技交流大会

６年女子100ｍ準決勝出場　記録：13秒83

【敬称略】

☆☆心にいつも大きな夢を☆☆

　かつて山寺町に所在し、昭和35年に名神高速道路建設のため消滅した北谷11号

墳。出土品の方格規矩鏡１面、鍬形石５点や多数の鉄製品は、現在、県立安土城考古

博物館で保管・展示されています。

　その出土品が、12月７日に開催した第29回草津市文化財調査報告会「草津の古代

を掘る」で展示され、半世紀ぶりに一時的に「草津の地へ里帰り」をしました。

　鍬形石は、古墳時代前期に大和政権と関係の深い地域の首長墓に副葬された腕飾形

の宝器と考えられています。北谷11号墳で出土した鍬形石は、４世紀後半から末頃

の製作と考えられ、そのうち１点は未完成品であり、古墳に副葬された鍬形石として

は非常に珍しいものです。また、複数埋納している例も貴重で、５個もの鍬形石を埋

納した北谷11号墳の被葬者は、大和政権と密接な関係を持つ有力な人物であったこ

とが推測されます。　　　　　　　　　（写真：滋賀県立安土城考古博物館　提供）

方格規矩鏡(上)・鍬形石(下)

里帰りした北谷11号墳出土の鏡と鍬形石

まつむら　  すず  ね 滋賀レイクスターズ所属
光泉高校（２年） 安原　綾菜

やすはら　  あや な

～各界トップのスペシャル授業in草津～

　将来を生き抜く意欲と展望を持った人を育てたい
という願いから、平成21年度から市内小中学校で、
各分野の専門家を招いた特別授業を開催していま
す。本年度のテーマは「理数」・「環境」・「ものづく
り」です。

　11月26日に草津

小学校で授業し

ていただいたの

は、「ものづく

り 」 の ス ペ

シャリストで世

界的なプラネタ

リウムクリエー

ターの大平貴之さ

んです。

　今も大きな展望を持って開発に取り組まれて
いる大平さんから、夢を持ち続けることの素晴
らしさを教わり、授業の最後には熱い握手が交
わされました。

「地上最高の星空作りを目指して

　　　　　　～MEGASTAR開発ストーリー～」

と題した授業では、小学生の頃からのプラネタリウム

開発秘話を語っていただきました。子どもたちは「自

分で作ったなんてすごい！」と目を輝かせ、たくさん

の質問が飛び出しました。
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ア
ー
ト
・
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
３正月用いけばな体験のようす

　「コンパス」は、円を描く道具
と、方位を示す羅針盤の二つの意
味を持っています。
　本誌の提供する情報が皆さまの
「縁」や「輪」を描くことができ
るように、また、教育の進む方向
を示す道しるべとなるように、と
いう想いを込めています。

陸上のクラブチー
ム「草津JAC」に
所属し、２年連続
全国大会に出場し
ました。昨年の予
選敗退から、今回
は準決勝に進み、
「今後も陸上を続
けてもっと速くな
れるように練習に
励みたいです。」
と記録が伸びたこ
とに喜びを見せて
いました。

おおひら たかゆき

くわ　がた　いし

写真提供：滋賀レイクスターズ




